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気候変動や資源制約、さらに廃棄物問題などが深刻化するなか、日本国内では“資源を捨てずに活かし続
ける循環型社会”への転換に向けて本格的に取組が進められています。国は2030年・2050年を見据えた
サーキュラーエコノミー（循環経済）の実現に向け、製品の長寿命化、再生素材の活用、地域循環の強化な
ど、多方面での取組を加速させています。その取り組みの一つが、「リユース等の促進に関するロードマッ
プ」で、2025年度中の策定を目指して検討が進められています。
このロードマップでは、2040年度までの「目指すべき将来像」を「適正なリユース市場の創出」「リユース
の裾野の拡大」「リユースを当たり前に」と設定し、その実現に向けての具体的な工程が示されます。
施策の方向性として、優良事業者ガイドラインの策定などの「リユース業の信頼性向上」、モデル事業創出
などの「リユースに触れる機会の拡充」、リユース促進キャンペーンなどの「リユース需要の喚起」、リユー
ス価値の見える化など「リユース促進に向けた基盤づくり」について、行政・企業・市民が協働して取り組む
べき施策が明確化されています。
こうした動きは、CO₂の排出削減や資源の有効活用だけでなく、廃棄物の減量や処理コストの削減、さら
にはリユース拡大による経済・雇用へのプラス効果といった意義やメリットが注目されています。
このように循環型のビジネスモデルは、地域経済に新たな価値を生み、持続可能でしなやかな社会をつく
る大きな力を持っています。
さらに、環境省では、家庭から大量に廃棄される衣料を減らすために、消費者や自治体、事業者がそれぞれ
取り組むべき事項を盛り込んだアクションプラン（行動計画）を2025年度内に策定し、衣料の有効活用を
促し「大量生産・大量消費」から「適正生産・適正消費」への転換につなげることとしています。
そんな状況の中、この度、道では、「アップサイクル」と「資源循環の高度化」をテーマに資源循環セミナー
を、また、北海道循環資源利用促進協議会、エコロジア北海道２１推進協議会と連携して「サステナブル
ファッション」をテーマにセミナーを開催しました。
本パンフレットでは、これらのセミナーの開催状況をダイジェストとしてまとめたほか、アップサイクル製品
に関する研究成果（ガイドラインの策定）や今年度から稼働を開始した道内最大級の食品バイオガス発電
施設を紹介していますのでご覧ください。
最後には、身近な生活に関わる資源循環の最新情報も紹介しています。
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札幌を拠点に海洋プラスチック汚染
問題に取り組むNPO『トプカ』の小
栗です。
今日は、海のゴミ、海洋プラスチック
問題についてお話します。

海洋プラスチックって
どんな問題？
海に流れ込むプラスチックのゴミ
は、もともと私たちの生活の中で使
われていたものです。今では世界中
で大問題になっていて、「2050年に
は海の魚よりプラゴミの方が重くな
る」と言われています。プラスチック
は軽いから、見た目以上に量が多い
です。今日は、海の中でどんなことが
起きていて、何が原因でどんな対策
を取っていったらいいのか、その中
でアップサイクルとはどういう位置
づけになるのかをお話ししたいと思
います。

どれくらいの量が
海に流れているの？
2025年の時点で、毎年800万～
1100万トンのプラスチックゴミが
海に流れ込んでいると考えられてい
ます。これは大型ダンプ1台分のゴ
ミが1分に1回、海に投げ込まれてい
るようなイメージです。これが海の
中でいろんな問題を引き起こしてい
ます。

海洋プラスチックゴミがおよぼす問
題は主に３つあります。
① 生き物への直接的な被害
海の生き物は、プラスチックをエサ
と間違えて飲み込んでしまいます。
漁網やロープがゴミになって漂う
「ゴーストギア」も、生き物に絡まっ
てしまいます。こうした被害は見た目
にも分かりやすく、海洋プラ問題の
象徴になっています。
② 有害化学物質がたまっていく問題
プラスチックには、環境中に広がっ
ている「POPs（ポップス）」という有
害な化学物質がくっつきやすい性質
があります。海水中ではごく少量で
も、プラスチックの表面では100万
倍に濃縮されて見つかることもあり
ます。
さらに、プラスチックに混ぜられてい
る添加剤の中には、生き物にとって
有害なものもあります。プラスチッ
クが劣化すると、それが外に漏れ出
してしまう。こうした化学物質は生き
物の体に蓄積され、食物連鎖を通し

て濃くなっていき、最終的には人間
にも影響する可能性があります。
③ 温室効果ガスを出してしまう問題
海に漂うプラスチックは、劣化する
過程でメタンやエチレンといった
CO₂よりも温室効果が高いガスを
出すことが分かってきました。1つの
ゴミから出る量は少ないけれど、地
球全体で見ると無視できない量に
なります。

使い捨て文化が生んだ問題
海洋プラ問題の根本には「大量生
産・大量消費・使い捨て」があります。
包装材など、すぐにゴミになるプラス
チックが多く、海洋ゴミのおよそ半分
を占めると言われています。
日本でも、ポイ捨てだけじゃなく、風
で飛ばされたり、カラスに荒らされた
りして、意図せず海に流れてしまう
ケースも多いです。日本語のゴミが
海外に流れ着くこともあり、日本も加
害者になっている現実があります。

解決のカギは「発生源対策」
と「回収・除去」
海洋プラ問題に向き合うには、- プ
ラスチックの使用量を減らす（発生
源対策）- すでに海にあるゴミを回
収する（除去）この2つを同時に進め
る必要があります。

アップサイクルが果たす役割
アップサイクルとは、ただ再利用す
るのではなく、創造的な工夫によっ
てより価値を高めることです。具体
例としては- エコアルフ（スペイン）：
漁師と提携して海で回収したペット
ボトルを糸にしてスニーカーを作る- 
ブレオ（アメリカ）：廃棄漁網を素材
化し、パタゴニアなどが採用- ブイ
（日本）：ビーチクリーン団体からゴ
ミを買い取り、工芸品に加工- これら
は「回収・除去」と「発生源対策」を同
時に進められる取り組みです。
また、首都高速道路で使用済の横断
幕をトートバッグにするプロジェクト
のように、社会の中で出る廃材を
アップサイクルする例もあります。

私たちが発生源対策ででき
ること：4Rとゴミ拾い
発生源対策として大事なのが「4R」
です。- Refuse（断る）- Reduce（減
らす）- Reuse（繰り返し使う）- 
Recycle（再生利用）。レジ袋を断る、
マイボトルを使う、包装の少ない商

品を選ぶなど、小さな選択が積み重
なると大きな変化になります。
そして、回収・除去にはゴミ拾いや
ビーチクリーンが効果的です。地味
に見えるけど、仲間とやると楽しいし
意外と映えます。未来のマイクロプ
ラスチック発生を防ぐ大事な活動で
もあります。

未来を変えるのは
一人ひとりの行動
便利さを優先した結果、プラスチック
が海の生き物にも人間にも悪影響を
与えるようになってしまいました。
アップサイクルはその解決に役立つ

大切な取り組みで、さらに一人ひと
りの小さな行動の積み重ねが未来
を変える力になります。
まずは生活の中で、どこにどれだけ
プラスチックが使われているのか、
本当にそれは必要なものなのかな
ど、プラスチックに意識を向けるとこ
ろから始めてみてください。生活と
健康に直結する海洋プラスチック問
題は決して他人ごとではありませ
ん。一人ひとりの選択が未来を変え
る力になってきます。今日の話が今
後、使い捨てと向き合うきっかけと
なれば嬉しいです。
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アップサイクルを考える

NPO海洋プラスチック問題対策プロジェクト・トプカ
〒064-0809 札幌市中央区南９西３丁目1-１1  ドエル中島公園１F（ベトナムゴハン チリン堂)
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資源循環セミナー2025＠美瑛高校
海洋ごみのアップサイクル
NPO海洋プラスチック問題対策プロジェクト・トプカ
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NPO海洋プラスチック問題
対策プロジェクト・トプカ

代表理事
小栗 大作 氏

Oguri Daisaku

Feature 1

ワークショップの様子
トプカさんがビーチクリーン事業で集めた海洋プラゴミなどを素材に使った
おしゃれな小物（ボタン）づくりを体験。

資源循環セミナー2025＠美瑛高校
北海道美瑛高校の生徒さんと美瑛町と連携協定を結んでいる
大妻女子大学の学生さんが参加し、
令和7年9月8日に開催したセミナー&ワークショップの概要です。



る道筋を模索している段階です。
店内は、日用品の引き取りが予想以
上に多くて、地域の家々から集まっ
た素材であふれています。

大型リメイクと
地域店舗での活用
アンタラボのリユースは小物だけに
とどまらず、住宅や店舗の内装にも
広がっています。
 •余った床材を組み合わせた
　 パッチワーク床
 •古いタンスを再利用した
　 キッチン
 •パレットを磨き直して作った
　 テーブル
こうした廃材の個性を活かした空間
づくりを実現しており、美瑛町内の
民泊や飲食店などでもアンタラボ
のデザインが採用され、地域の中で
循環の輪が広がっています。
「捨てない暮らし」の先にあるアンタ
ラボは、みなさんの気持ちの中にあ

古材インテリアショップ「アンタラ
ボ」の大谷です。旭川に本社がある
デザイントークという会社で3年前
から美瑛町内の廃校になった五稜
小学校を美瑛町からお借りして「ア
ンタラボ」というお店兼工房兼倉庫
という形で活動をしています。今日
はちょっとその活動についてお話し
します。

アンタラボの成り立ちと
想い
アンタラボの活動は、建築やインテ
リアの仕事をしている中で毎日のよ
うに出てくる大量の廃材を見て、「ま
だ使えるのに捨てるのはもったいな
い」という気持ちが強くなったことか
ら始まりました。建材はロットで仕入
れるため必ず余りが出てしまい、そ
れが全部ゴミになる現状に疑問を
感じ、何とかできないかと考え続け
てきました。

その思いを形にするため、美瑛町五
稜の旧小学校跡地を借りて2022年
にアンタラボをオープンしました。活
動を続ける中で、地域の人たちも同

数は590件、軽トラック換算で206ト
ンもの資源を循環するためにレス
キューしたと言うことになります。
「アンタ」という名前はフィンランド
語で「循環」を意味し、物を大切にす
る北欧文化に共感して名付けまし
た。SDGsの視点で言うと11番目の
「住み続けられるまちづくりを」と12
番目の「つくる責任 つかう責任」に
特化した事業を行っており、ゴミ排
出量が全国平均の約2倍という北海
道の課題にも向き合っています。

廃材を活かした
ワークショップと小物づくり
建築現場では、ナラやタモなど本来
なら家具に使えるほど良質な木材が
廃材として出てきます。これをチップ
化したり燃やしたりするだけでは
もったいないため、アンタラボでは
日常の生活の中に落とし込んだ、廃
材を使ったワークショップを定期的
に開催しています。
このように一般の方々が来て、ラボ
の中で一緒にモノづくりをします。

実は日用品の引き取りの中で食器
類がとっても多いです。
ワークショップでは、トックリをつかっ
た一輪挿し、湯呑み茶わんを使った
多肉植物の寄せ植え、今日みなさん
に作ってもらう湯呑み茶わんの風
鈴、古材のキャンドル、傷だらけのレ
コードで時計などを作っています。
また日本酒を呑むおちょこですが、
これがとてもきれいなので、おちょ
こキャンドルっていうものを作って
みたりもしています。
今はこのようにさまざまなアイテム
を制作しながら、違う形で再利用す

る「もったいない」に共感し、地域の
資源や財産を無駄にしないで循環
させる「捨てずに次につなげる」ため
の拠点として、引き取り・再利用・デ
ザインの3つを軸に地域の皆さんと
ともに今後も活動していきます。

資源循環セミナー2025@美瑛高校
古材などのアップサイクル
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アップサイクルを考える

デザイントーク有限会社
〒078-8372　旭川市旭神2条4丁目10-15
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古材インテリアショップ「アンタラボ」
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デザイントーク有限会社
代表取締役
大谷 薫 氏

Ohtani Kaoru

Feature 1

じように「捨てるのは心苦しい」と感
じていることがわかり、その気持ち
に共感して地域の資源や材料を、無
駄にしないで次につなげるための循
環拠点としての活動を続けていきた
いと思っています。

3つの柱：リデュース・
リユース・リデザイン
「捨てない暮らし」をするために、アン
タラボが大事にしているのは、
 •リデュース（ゴミにしない）
 •リユース（再利用する）
 •リデザイン（新しい価値をつくる）
の3つのコンセプトです。インテリア
デザイン会社としての経験を活か
し、廃材をただ再利用するだけでな
く、デザインの力で新しい魅力を
持ったものに生まれ変わらせること
に取り組んでいます。

引き取り活動と
「循環」の実績
アンタラボには月に15～20件ほ
ど、ほぼ一日おきくらいに引き取り
依頼や持ち込みがあります。古い建
具や日用品などさまざまなものが
集まりますが、特に建具に使われて
いる昔のデザインガラスは今では手
に入りにくく、とても貴重な素材に
なっています。
令和4年からの2年間で引き取り件

ワークショップの様子 使わなくなった湯飲み茶わんを使った風鈴づくりを体験。
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アップサイクルを考える

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 産業技術環境研究本部 工業試験場
〒060-0819 札幌市北区北19条西11丁目
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―廃材に新しい命を吹き込むー
北海道におけるアップサイクルの未来は
地方独立行政法人北海道立総合研究機構
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地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

産業技術環境研究本部 工業試験場
ヒューマンテクノロジー部
デザイングループ主査
大久保 京子 氏

Ohkubo Kyoko
Feature 1

化粧品研究から
“感性工学”へ
大久保さんは、化粧品メーカーの研
究職としてキャリアをスタートしまし
た。「化粧品は“感性”がとても大事
です。人が美しいと感じるか、心地よ
いと感じるか。そこに興味がありまし
た」その後、札幌へUターン。工業試
験場で感性デザイン担当として企業
の支援に携わりました。
この経験が、現在の「感性工学」を軸
にした研究につながっています。

“感じ方”を科学する─
生体情報で感情を推定する
研究
「感性工学」というのは、心拍などの
生体の変化から人の感情を推定す
る研究です。
「アンケートだと本音が出にくい。生
体情報なら“良いと思った瞬間”が体

に表れます」この技術は、商品デザ
インの評価だけでなく、医療・福祉
分野でのコミュニケーション支援に
も応用できる可能性があります。

アップサイクルとの出会い
─企業からの相談が契機に
アップサイクル研究を始めたきっか
けは、道内のリサイクル企業の株式
会社マテックさんからの相談でし
た。
「自動車のガラスやシートベルト、エ
アバッグなど、まだまだ活用できる
廃材がある。何を作ればいいのか一
緒に考えてほしい、と相談を受けま
した」そこで“アップサイクル”につ
いて、国内外の事例を調べる中で、
ある疑問にたどり着きました。
「なぜ成功するアップサイクル製品
と、売れない製品があるのか？」この
問いが、研究の出発点になりました。

成功するアップサイクル製
品に共通する“5つの価値”
国内外の事例調査やユーザーイン
タビューを重ねる中で、大久保さん
はアップサイクル製品に共通する感
性価値を整理しました。

•審美性（デザインの魅力）
　思わず使いたくなる「かっこいい」
　「美しい」と感じるデザイン性。

•物語性（ストーリー）
　廃材の由来や傷、使用感が“語り
　たくなる魅力”になる。
•希少性（唯一無二）
　同じものが二つとない、特別感。
•必然性（素材の特性を生かす）
　例えばトラックのホロなら“丈夫で
　防水”といった機能性。
•持続性（長く使える仕組み）
　修理サービスなどの仕組みがあ
　り、長く使える安心感。

スイスのブランド「フライターグ」の
トラックタープを再利用したバッグ
や、ドイツのブランド「エアパック」の
エアバッグやシートベルトを再利用
したバッグなど、世界的に人気の製
品にはこれらの価値が共通していま
した。

サイクル製品への具体的な展開例
も紹介しています。
これらを体系的にまとめた研究は国
内外でも珍しく、昨年東京で開催さ
れた国際学会でも高い評価を受け
ました。

地域で完結する
アップサイクルを目指して
北海道には、農業・漁業・食品加工な
ど、アップサイクルの素材となる資源
が豊富にあります。しかし、それを活
かす企業間連携やコーディネートの
仕組みはまだ十分ではありません。
「廃材を持つ企業と、技術を持つ企
業がつながれば、もっと可能性が広
がります。北海道はポテンシャルが
とても高いです。資源を遠くに運ば
ず、地域で循環させる。これが理想

のアップサイクルです」
今後の研究テーマとしては、「廃材
の特性の分析が重要です。分析して
その特徴から価値に落とし込むこと
で、製品を設計・デザインしやすくす
るツールの開発を考えています」

アップサイクルは廃棄物
処理業をイメージアップ
大久保さんは、アップサイクル製品
の価値を高めることは、廃棄物処理
業のイメージ向上にもつながると語
ります。「自分たちが収集・分別した
資源が、こんなに素敵な製品にな
る。それを知ることは、働く人の誇り
にもつながります」

ガイドラインが果たす役割
「これ欲しいから買ったら実はアッ
プサイクルだったみたいなことが
結構多いですよね」だからこそ、魅
力ある製品として選ばれ、その後
で環境への貢献に気づく。この自
然な流れが、アップサイクルをより
広く、前向きに受け入れてもらう鍵
になります。
そして、アップサイクル製品そのも
のの価値を高め、社会の認識を変
えていくために、このガイドライン
が果たす役割は決して小さくあり
ません。

•なぜ感性価値が重要か
•どんな消費者をターゲットにするか
•消費者が求める感性価値は何か
•どんな製品事例があるか

8種類の廃材を取り上げ，2つの消
費者タイプそれぞれに適したアップ

感性価値を考慮した2タイプの消費者ターゲット

「アップサイクルとは廃材にデザ
インとかアイデアの力で付加価値
をつけて価値の高い別の新しい
製品を生み出すこと」と話すのは、
2024年5月に「アップサイクル製
品開発ガイドライン」をまとめた大
久保さんです。
大久保さんに消費者の価値観に
沿ったアップサイクル製品の開発
に必要な視点や考え方について
お聞きしました。

こうした研究成果をもとに、大久
保さんはアップサイクル製品づく
りのガイドラインを作成しました。

ガイドラインの開発─
企業が使える
“ガイドブック”をつくる
このガイドラインは，「消費者が求め
ているアップサイクル製品の感性価
値」を整理した”ガイドブック”のよう
なものです。
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大成建設株式会社
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建設現場から出る端材を”もう一度資源に”
―「巡回回収システム」の構築による建材サーキュラーエコノミーの実現 ―
大成建設株式会社
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大成建設株式会社
サステナビリティ経営推進本部
カーボンニュートラル推進部

環境技術室室長
竹尾 健一 氏

Takeo Kenichi

Feature 2

わが社は明治6年創業の建設会社
であり、鹿鳴館、帝国ホテル、地下鉄
銀座線などの建築物を手掛けてき
ました。戦後は財閥解体を経て社員
が株を買い取り、非同族企業として
再出発したという歴史を持つ会社
です。北海道でも北海道庁本庁舎、
大倉山ジャンプ競技場、札幌ドーム、
最近では札幌創世スクエアなど多く
の建築を担ってきました。

巡回回収システム構築の
背景
平成30年度の国土交通省の調査で
は、建設廃棄物全体の再資源化は
97％と高いですが、この数字はすべ
て重量で計算されているため、非常
にいい数字が出てしまいます。ただ、
建設混合廃棄物の大半は埋め立て
られるものが混在しており63％程度
しか再資源化されていません。ここ
をなんとかしていきたいというのが
背景としてありました。
実際の建設現場では、分別は非常
に進んでいます。弊社で言えば111
分別が最高記録ですけど、このよう
に細かく分別する現場が増えてき
ています。分別されたものは中間処
理施設へ運ばれるわけですが、二
次処理先は現場がコントロールす
ることができません。せっかく分別
しているので現場から再資源化

施設に直送したいというニーズが
どうしても出てくるわけです。

「直送」の問題点は、廃棄物を種類別
に現場ごとに運搬すると、運搬車両
が増え、運搬効率が非常に悪くなり、
運搬費が非常に高くなるということ
です。
そのため、複数現場を一台の車両で
巡回し、端材を効率的に集める仕組
みが求められました。
2002年頃、国がゼネコンや処理業
界など30団体ほど集めて首都圏建
設副産物小口巡回共同回収システ
ム構築協議会を設置して巡回回収
を進めました。しかし、建設廃棄物は
現場ごとに契約する運搬業者が異
なるため、家庭ごみのような「同一エ
リアを同一業者が回収する」方式が
成立しにくい状況で、現行法の中で
産廃を巡回回収するというのは非常
に難しいという結論に至りました。

有価物回収で仕組みづくり
を開始（第一期：2014～2016）
まず、現場の巡回回収を定着させよ
うということで、金属・電線・段ボー

現しました。
さらに、工場から都心へ製品を運ん
だ帰り便を活用することで運搬費を
大幅に削減しました。しかし、オリン
ピック需要の反動で排出量が急減
し、一企業での取組みでは、安定運
用が難しくなりました。

日本通運さんとの協業で全
国展開へ（第三期2021～）
転機となったのが、日本通運さんと
の協業です。
日本通運さんは、石膏ボードの回収
実績があり、中立性とグローバルな
物流をお持ちで、同業他社さんも参
画しやすいということでお声がけを
しました。
特に日本通運さんの使われている
NRボックスは、横から入れ込む方式

組みが非常に注目されていると聞い
ています。また、従来50円/kg程度が
これだと 30～40円/kg程度とコスト
面でも評価を得ています。
さらに、脱炭素に向けEVトラックや燃
料電池トラックの導入、北海道から関
東への輸送ではJR貨物を活用した
モーダルシフトも進めています。
実はこの取組み、外部から評価をい
ただき、内閣総理大臣賞や、国土交
通大臣賞など全部で５つほど表彰を
いただきました。
長年挑み続けてきた巡回回収は、日
本通運さんとの協業で同業他社さ
んの参加のもと全国展開へ大きく
進みつつあります。
今後は建設業界の建材のサーキュ
ラーエコノミーをさらに推進してい
きたいと考えております。

ル・プラスチックなどの有価物に対
象を絞り、巡回回収の仕組みづくり
を開始しました。
有価物を対象にしたのは、廃棄物処
理法の対象外で収集運搬業の許可
や委託契約が不要で、少額ながら
売却益があり、現場の協力も得られ
やすいという理由からでした。実施
に当たっては、圧縮機による減容化
などの工夫で運搬効率を高めてい
ました。
しかし2016年頃、紙や金属の売却
単価の急落や中国の廃プラ輸入規
制により売却先が失われ、事業は停
滞しました。

建材メーカーの「広域認定制
度」を活用（第二期：2017～2020）
次に対象としたのは、内装工事で大
量に発生する石膏ボード、グラス
ウール、床材、岩綿吸音板などの不
燃系建材端材です。
これらの建材を環境大臣が認定す
る「広域認定制度」を活用して、建材
メーカーが回収して再び建材に戻す
いわゆる「水平リサイクル」に取組み
ました。この制度の課題は、メーカー
さんごとに運搬業者を指定する制
度になっており、運搬業者が異なる
ということでした。そこで、メーカー
各社に働きかけ、共通の運搬業者を
指定してもらうことで共同回収を実

できれいに収まり、フレコン袋の約2
倍（500kg）積載可能で、現場で使
いやすく、作業負荷が大幅に軽減す
ると評価をいただいています。現在
のスキームは下図のとおりです。現
在は東京圏に加え、北海道から九州
の熊本までこの仕組みが展開され
ています。
北海道では、まだ石膏ボードしかでき
ていませんが、わが社だけではなく、
いろんな場所で同業他社さんも一緒
にやっており、札幌市でもり、この仕

令和7年12月16日に北海道大学学術交流会館で開催された「資源循環セミナー2025」の概要です。
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株式会社タイヨー
管理部戦略推進課マネージャー

田中 陽希 氏

Tanaka Haruki

Feature 2

資源循環の未来をつくるのは「人」です
― ㈱タイヨーが挑む人的資本経営と働き方改革の実践 ―
株式会社タイヨー

株式会社タイヨー
〒736-0082　広島県広島市安芸区船越南５丁目１１-１

これらの離職理由について「正面か
ら向き合うべき課題」と捉え、人的資
本経営の基盤づくりに着手しました。

ミッション・ビジョン・
バリューの再構築
まず手掛けたのが「かっこいい社員・
かっこいい仕事・かっこいい企業」と
いう理念を土台に、「ミッションの明
確化」、ミッション達成のための中長
期経営計画「ビジョン2029の策定」、
ビジョン推進のための「バリューとし
ての資源と行動原理の明確化」で
す。これにより、組織全体がぶれない
軸を持ち、課題解決に向けて一体的
に動けるようになりました。

女性活躍の推進とレディサ
ンフラワーの果たした役割
現在、従業員数の女性比率は33％、
そして女性役職者比率は37％です。
2018年に社内保育園を開設し、女
性専用休憩室の設置、制服クリーニ
ング、家族向け誕生日食事券などの
福利厚生の仕組みを整えました。
そしてこのハード面や制度を支えた
のがレディサンフラワー（レディサ
ン）です。
レディサンは現場の声を受けて、女
性メンバー中心のフォロー体制とし
て誕生しました。相談窓口の開設、新
入社員向けのお茶会の実施、さらに
意見BOXの取りまとめと経営陣へ

てていくという設計にしています。
研修後は必ず振り返りを行い、評
価・行動と連動させています。

働き方の選択肢：スポット
ワーク（社内副業制度）の導入
「もっと稼ぎたい」「家庭を優先した
い」「別の経験も積んでみたい」など
多様なニーズに応える仕組みとし
て、社内版ダブルワーク「スポット
ワーク」を導入しました。
会社側が仕事をお願いしたい案件を
登録し、それをスタッフがスマホから
見てエントリーする仕組みです。
自分にあった働き方がしたいという
声への一つの答えです。

従業員満足度調査の結果
自社で実施した従業員満足度調査
では、2019～2024年の5年間で全
8カテゴリが改善されました。特に伸
びたのが、「管理者マネジメント」、
「職場環境」、「評価賃金」、「人事育
成」の４つです。まさにここまでお話
した取組の結果が数字として表れて
きたと思っています。ただ「採用・配
置・昇進」はまだ低く、今後の改善領
域と認識しています。

これからの4つのチャレンジ
チャレンジ1：コアは従業員
人への投資を経営の中心に置き、多
様性の拡大と従業員満足の向上を

企業価値として位置づける。
チャレンジ2：DXデータドブリンの
活用
現場の頑張りをデータと仕組みで
支え、DXとAIを活用し、静脈産業を
スマートで魅力ある業界へ変革。
チャレンジ3：次世代教育・産学連携
小中高大学での廃棄物と向き合う
経験を拡大し、業界への理解と人材
の拡大を図る。
チャレンジ4：業界の広報としての
発信
YouTube、SNS、講演などを通じて
業界全体の価値と魅力を社会に伝
える。

タイヨーの取り組みは、完璧な計画
から始まったわけではありません。
課題から逃げず、一つひとつの声に
向き合いチャレンジし続けた結果と
して積み上がってきたものです。皆
さんの会社でのチャレンジがこの業
界全体の未来を作っていくことを信
じて、これからも地域に愛され必要
とされる元気でかっこいい会社を目
指して一緒に頑張っていきましょう。

私は、現在、管理部戦略推進課マ
ネージャーとして、人事・採用・評価
制度・教育研修・広報・DX・サステナ
ビリティなど人の働き方と職場の仕
組みづくりをまとめて担当していま
す。学生時代のある先生からの助言
で学んだ「結果と責任までセットで
考える」という姿勢を大切に、AIも積
極的に活用しながら業務改善を進
めています。

今日は男職場、３Kといわれがちな一
方で生活インフラ・脱炭素・資源循
環を支える最後の砦としての役割が
あるこの業界で、人への投資や働き
方改革をどう進めてきたのか、そし
てこれからどんな未来を描きたいの
かをお話します。

タイヨーの現状課題
弊社は、広島市を中心に廃棄物収集
運搬と中間処理を行う地域密着企
業で、従業員約100名、車両約90
台、お客さんは事業系、家庭系あわ
せて年間約7500件になります。
採用人数は年々増える一方で、離職
率は26％と高く、特に若手の離職が
多いのが課題です。退職理由として
は、上司のマネジメントや人事評価へ
の不満、体力的きつさ、ワークライフ
バランスや給与への不満などです。

の橋渡し役を担っています。
これらの取組が、心理的安全性の向
上、離職予備軍の早期発見、従業員
満足度の向上、定着率の改善につな
がりました。また、新聞、専門誌、テレ
ビなど多数のメディアで取り上げら
れました。
レディサンは「女性だけの組織」で
はなく、会社全体の“聴診器”として
機能する存在でありたいと思って
います。

評価制度：二つの仕組みで
評価を見える化
タイヨーの評価制度は、年齢や在籍
年数ではなく、二つの仕組みで評価
しています。
（1）三つの評価軸
•成果：客観的数値（例：回収時間 
　のデジタル集計）
•能力：等級ごとのスキル要件
•態度：理念に基づく行動（行動規
　範を示すタイヨーブックを基準に
　評価）
（2）自己評価と上司評価
認識のすり合わせを行う場として評
価面談を必ず実施しています。

教育研修：スキルマップと個
別計画による成長支援
教育訓練計画は、個別に等級やキャ
リアステージごとに伸ばしたい力を
明確にして、そこに必要な研修をあ
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札幌バイオフードリサイクル
株式会社

代表取締役社長
小倉 智 氏

Ogura Satoshi

Feature 2

食品廃棄物を電気と肥料に転換する
ダブルリサイクルループへの挑戦！！
札幌バイオフードリサイクル株式会社

札幌バイオフードリサイクル株式会社
〒007-0890 札幌市東区中沼町45-19 札幌市リサイクル団地内

などからの産業廃棄物は民間業者
が収集運搬して運び込みます。
施設での処理の流れですが（図参照）
①受入供給設備で包装材などの異
物を取り除く。
②液状になった廃棄物を発酵設備
で発酵させメタンガスをつくる。
③発生したメタンガスはガスホル
ダーに溜める。
④貯めたメタンガスを使って発電
し、グループ会社へ売電。
　発酵残渣は脱水し、廃液は処理し
て排水し、脱水汚泥は肥料の原料
にします。
　分離した包装材などの不適物は、
外部の処理業者に焼却処理を委
託しています。
　このように、まさに「捨てるものを
できるだけ減らし、資源として使
い切る」仕組みです。

費用を払って堆肥化してもらってい
ました。一方で、東胆振の農家さんと
3年以上にわたり共同研究的に試験
を繰り返した結果、作物の生育への
有効性が確認できたことから、2026
年の春からは、農家さんがこの脱水
汚泥を購入し、自分たちで堆肥化し
て使う取り組みが始まります。
東胆振のような火山灰土壌の地域で
は、水はけが良すぎて肥料が流れや
すいのですが、脱水汚泥は保水性が

高く、土の状態を良くしてくれるとい
う面も確認できています。」まさに “廃
棄物”だったものが、地域の農地を支
える“資源”へと変わりつつあります。
「将来的には、リサイクル肥料で育っ
た農作物が食品工場や小売店に供
給され、そこからの廃棄物がこの施
設で受け入れられるという農業リサ
イクルループを実現したい。できれ
ば“地域ブランド”みたいな形でこの
ループを発展させたいですね。」

“食べものの循環”を
札幌から広げたい
「私たちは、地域の皆様と連携し、食
品廃棄物をクリーン電力と肥料へ転
換する地産地消型の”ダブルリサイ
クルループ“を推進し、食品リサイク
ル率の向上、そして脱炭素社会や循
環型社会の実現に貢献していきた
いと考えています。」
食品廃棄物を「捨てるもの」から「地
域の資源」へ。その循環が、札幌で確
実に形になりつつあります。

飼料づくりから発電へ。
時代に合わせた大きな転換
この事業所の歴史は1998年に始ま
ります。当時は札幌市内で収集した
事業系の食品廃棄物を乾燥させて
粉状にし、家畜の飼料事業者に販売
していました。しかし、「乾燥には大量
の熱が必要で、燃料価格の高騰によ
り採算が合わなくなってしまいまし

た」そこで2014年、固定価格買取制
度（FIT）を活用して収益改善につな
がるメタン発酵設備を増設。2019
年にJFEエンジニアリンググループ
のJ&T環境株式会社が株主になり、
2024年11月に全量メタン発酵する
新工場を立ち上げました。

北海道最大級の処理量と
発電量
新工場は、1日に100トンの食品廃
棄物を処理できる能力があり道内
最大級の規模です。発電能力は約2
メガワット。年間では16,420メガ
ワットアワーの電気を生み出します。
これは一般家庭約4,560世帯が1年
間に使う電気量に相当します。
札幌市内の商業施設等からの事業
系一般廃棄物は、札幌市環境事業公
社さんが収集して搬入し、食品工場

電気も地域で循環。
発電した電気はJFEエンジニアリン
ググループのアーバンエナジーに売
電し、同社を通じて、原料を供給して
くれた排出事業者に割引料金で供給
される仕組み（創電割®）になってい
ます。あるビール工場を例にあげる
と「ビールの搾りかすを受け入れ、そ
の廃棄物でつくった電気をビール工
場に戻しています」この「電力リサイ
クルループ」はまさに”地産地消の電
力”。カーボンフリーの電力であり、企
業のCO₂削減にも貢献でき、カーボ
ンニュートラルを目指す企業からの
需要も高まっています。

“捨てる”から“育てる”へ。
農家とつくる新しい循環
メタン発酵のあとに残る脱水汚泥
は、これまで外部の堆肥製造業者に

札幌市内及び周辺地域で出る食
品廃棄物を使って電気をつくる
事業所があります。ここ札幌バイ
オフードリサイクル株式会社で
は、レストランやホテル、学校給
食、食品工場などから出る食品
廃棄物を集め、メタン発酵という
方法でガスをつくり、そのガスで
発電して、発酵残渣で肥料を製
造しています。
食品廃棄物については、食品の加
工段階では高いリサイクル率が達
成されていますが、流通段階や外
食の現場では、箸や包装材などの
異物が混ざりやすく、リサイクルが
難しくなるという課題があります。
「包装材などの異物が混入する
と、家畜の飼料にはできません。
そこで、異物を取り除きやすいメ
タン発酵が最も適しています」と
代表取締役社長の小倉智さんは
話します。
こうした理由から、同社は“食品
廃棄物をメタンガスに変える”
道を選びました。
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衣料の資源循環を考える
（サステナブルファッション）
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伊藤忠商事株式会社
繊維カンパニー

ファッションアパレル第一部
原料・テキスタイル課
マネージャー
手嶋 伸大朗 氏

Teshima Shintaro

　一般社団法人unisteps
共同代表理事
鎌田 安里沙 氏

Kamada Arisa
Feature 3

一般社団法人unisteps

繊維から繊維へ ―
伊藤忠商事のサーキュラーエコノミー
実現に向けた取り組み
伊藤忠商事株式会社

カー、アパレル企業、リサイクル事業
者など、約70社が参加する業界横断
のプラットフォーム「ジャパンサステ
ナブルファッションアライアンス」の
事務局を務め「カーボンニュートラ
ル」や「ファッションロスゼロ」を目標
に取組むほか、国への政策提言も
行っています。また、作る段階から循
環を考えることを目的に、世界中のデ
ザイナーを対象にしたアワード兼教
育プログラム「ファッションフロンティ
アプログラム」を実施しています。
プログラムでは、生地やプリントな
どの最新技術を学んで、実際に服を
作ってもらいます。その他、服づくり
や循環の仕組みを“自分ごと”として
理解してもらうため、Tシャツの製造
工程のインスタレーション（体験型
のアート）、デニムや海外の工場・古
着の選別現場を巡る体験型ツアー
などを実施。さらに、参加者が自宅
で種からコットンを育て、集めた綿を
紡績工場で糸にし、参加者と一緒に
服をつくる「服のたね」という取組も
行っています。

「古着の行き先」の現実
アフリカのケニアでは、いろいろな
国から古着が流入し、現地で販売さ
れています。そのままの状態で販売
可能なのは2～3割だけで、残りは川
べりに捨てられたり、埋立地に集積
されている状況です。

手放された服の多くが
「そのままゴミ」に
安価で短いサイクルで生産販売さ
れる「ファストファッション」が生まれ
た2000年ごろから世界の服の生産
量は急激に増えました。
日本でもこの30年で服の供給量は
約2倍になり、価格は半分以下に
なったというデータや、ここ14年間
で服の所有期間が半分になったと
いうデータがあります。メルカリさん
の調査でも、「1年以内にいらなく
なったもの」の1位は服でした。この
ように廃棄のスピードも上がってき
ています。
環境省の調査では、着なくなった服
の約6割はごみとして焼却や埋立て
されて、回収された服の約30％がリ
ユースされ、国内で再販売されたり、
海外に輸出されています。ただ、輸
出後、使われずに廃棄されてしまう
可能性もあり、トレーサビリティの担
保が求められています。
リサイクルされるのは約８％ですが、
服から服に戻っているのは、１％未満
と言われています。
リサイクルがうまく回らない理由

は、複数の素材が使われていてそれ
らを分けてリサイクルするのが難し
いことや、回収拠点が少ないこと、さ
らには仕分けが人の手で行われ、コ
ストが高くなり、再生素材の価格が
上がってしまうことなどです。

服の資源循環が必要な理由
理由としては、環境省さんの調査に
よると、衣服の製造に1着当たり
CO₂が25.5キロ排出され、水の消
費量は2,300リットルにもなり、環境
への影響が大きいことです。
もう一つは、海外市場における競争
力の維持です。日本で生産される服
は1.4％しかなく、多くは生地として
海外へ売られています。
ヨーロッパなどでは、服づくりに環境
配慮を求める法律が次々と整備さ
れており、世界のルールに対応でき
ないと海外で売れなくなる可能性が
あります。

国やunistepsの取り組み
国は2024年に「繊維製品の資源循
環ロードマップ」を策定し、2030年
までに「家庭から出る衣類の廃棄量
を 25％削減」などの目標を掲げて
います。現在、環境省では生産からリ
サイクルまでの回収などの仕組み
づくり、素材の再生や生産量の適正
化などの対策を盛り込んだ「循環型
ファッションに向けたアクションプラ
ン」の検討を進めています。
私が所属するunistepsではメー

一般社団法人unisteps 伊藤忠商事株式会社
〒107-8077　東京都港区北青山2-5-1

ファッション産業における
資源循環の課題と取り組み

令和7年11月6日にアクセスサッポロで開催された「資源リサイクルセミナー」の概要です。

（リピート）」の取組です。ここでは、
RENUでも活用されている日本発の
リサイクル技術について、国内外へ
の技術ライセンスを目指しています。
中国ではすでに工場建設が進んでお
り、26年度より新たに年間5万トン規
模のリサイクルが可能になる見込み
です。廃棄物は国境を越えて移動し
にくいため、各地に工場をつくり、現
地で回収から再生までを行うことが
世界的な循環の鍵になります。

ビジネスとして
循環を実現する
伊藤忠商事の繊維カンパニーでは、
当社の企業理念である「三方よし」を
合言葉に、サステナブルな取組みを
推進してきました。今後も、ファッショ
ンの作り手という自負を持って、繊維
業界におけるサーキュラーエコノ
ミーの実現に向けて取組を進めたい
と思っています。

私は伊藤忠商事で約12年、衣類の素
材、特に原料に携わってきました。
ファッションは本来ワクワクする仕事
ですが、世界で「服から服」へのリサ
イクルの割合が1％未満という現実
を知り衝撃を受けました。そこで、こ
の数字を少しでも上げることをビジ
ネスとして実現できないかと考え、取
り組んでまいりました。今日は弊社の
その取組をいくつかご紹介します。

RENUプロジェクト ―
いらなくなった繊維を
新しい繊維へ
中国駐在時に立ち上げたのが
「RENU（レニュー）」プロジェクトで
す。これは、服の素材の約6割を占め
るポリエステルについて、不要になっ
た、本来廃棄される繊維を回収して
ケミカルリサイクルによってバージン
同等の品質のポリエステルに再生す
る「繊維から繊維へ」の取組です。こ
の技術のポイントは、色や不純物を
全て取り除き、リサイクルしても商品
の品質が落ちない点です。
現在、パートナーの工場では、年間約
4万トンの不要繊維を回収し、約3万
トンのポリエステルへ再生していま
す。お陰様で多くの企業がRENUを
知って下さり、現在では約150社の
国内外の企業にRENUが採用されて
います。

ECOMMIT（エコミット） ― 
国内循環を支える
回収インフラ
RENUを進める中で、「循環を進めて

行く中で、回収の仕組みも必要では
ないか」とお取引先から多くの声を
頂きました。確かに、私たちだけでは
回収インフラをつくることは難しい。
そこで出会ったのが、「株式会社
ECOMMIT」です。
ECOMMIT社は、国内で年間約1万
トンを超える衣類等を約4,000の拠
点で回収し、全国7つの循環センター
でスタッフが選別を行い、メインはリ
ユースやリセール、一部はリサイクル
としてRENUへの再資源化を実現し
ています。具体的には、ショッピング
モールや自治体などに「PASSTO（パ
スト）」という衣類回収ボックスを置き
事業展開しています。循環プロセス
や回収後の行き先を可視化する“透
明性”が高く、ここが多くの企業に信
頼される理由だと感じています。

RePEaT ―
日本の技術を世界へ広げる
最後に、帝人株式会社、日揮ホール
ディングス株式会社、そして当社の
3社で設立した合弁会社「RePEaT
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身近なライフスタイルに関する
資源循環の動き
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整備済み再生品の
「ジャー炊飯器」の販売が開始されました。

販売期限が近い商品用「涙目シール」フリー素材化
みんなで助けて、食品ロスゼロへ！

廃材を約40%含んだ再生プラスチックで作られた
メタルペンシル（金属鉛筆）発売

異業種3社協業で実現した
サステナブルなコスメ新商品が発売

出典：タイガー魔法瓶㈱HP

出典：㈱ファミリーマートHP 出典：㈱MizkanHP

タイガー魔法瓶株式会社（大阪府門真市）は令和7年11月から、整備済み再生品「タイガー リファービッ シュ」の販売
を公式オンラインストアにて開始しました。様々な理由で戻された商品を廃棄せず、専門技術者が、詳細な検査、ク
リーニング、動作確認、外観検査を実施し、品質基準に基づき、機能面・衛生面で必要な部品交換を行い、安心して利
用できる再生品に仕上げて販売する
ものです。同社が推進してきた「使用
済みステンレスボトルの回収・再資
源化」などのリサイクル・リユース・リ
デュース活動をさらに発展させる取
組として、まずはジャー炊飯器から展
開し、廃棄削減と高品質な再生製品
の提供を通じてサーキュラーエコノ
ミーの実現を目指しています。

サンスター文具株式会社は、令和6年4月、軸に地産廃材を約40％含んだ再生プラスチックを使用した「Re:metacil
(リ:メタシル)」を発売しました。日本国内で排出されている噴石・牡蠣・卵殻・帆立の廃棄物を粉砕・再生したアップサ
イクルプラスチック（従来のプラスチック使用量を
削減する新しい環境配慮素材）を、軸の素材に採用
しています。
芯は黒鉛と金属を含んだ特殊芯で作られており、筆
記時に紙との摩擦で生じる黒鉛と金属の粒子が紙
に付着することで筆跡となる新しい筆記具です。通
常の鉛筆のように一般的な消しゴムで消すことがで
きます。芯は使い込んで丸くなってきたら交換可能
です。第33回「日本文具大賞」のサステナブル部門
で優秀賞を受賞しました。

調味料「味ぽん」を製造販売する株式会社Mizkan、アップサイクル技術を持つ株式会社ファーメンステーション、そし
て化粧品メーカーの株式会社スタイリングライフ・ホールディングス BCLカンパニーの3社は、調味料「味ぽん」を作
る過程で発生する醤油粕を化粧品原料へアップサイクルし、バリア機能の向上や高い保湿力が期待できる化粧品
（フェイスマスク）を開発し、令和7年1月から販
売を開始しました。食品メーカーとして廃棄物削
減に取り組むMizkanと、サステナブルなものづ
くりを志向する２社の想いが重なり、これまでに
ないコラボレーション商品が誕生しました。

株式会社ファミリーマートは、おむすびや弁当などの商品を対象とした値下げ販売に使用している、エコ割「涙目シー
ル」を社会全体へと広げていきたいという想いから、令和7年10月より、新たに4種類のデザインを加えた「涙目デザ
イン」のイラストをフリー素材として無償での提供を開始しました。
「涙目シール」は、シールに値下げ金額だけでな
く、「たすけてください」というメッセージと「涙目」
のキャラクターを記載することで、お客さまの心
に直接語りかけて共感を得ながら、一緒に食品ロ
ス削減に取り組むユニークなコミュニケーション
ツールです。
なお、「涙目シール」のフリー素材は、ファミリー
マート公式ウェブサイト内のサステナビリティ
ページでダウンロードできます。

出典：サンスター文具㈱HP


